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令 和 ５年 １１月 １３日 

国土技術政策総合研究所 

 

 

国総研 研究報告第 73 号 

『リーファーコンテナエリアへのルーフシェード 

設置効果の評価手法の提案』を刊行します 
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本資料は、国総研ホームページで公開しています。  

ダウンロード先ＵＲＬ：https://www.ysk.nilim.go.jp/kenkyuseika/pdf/kh0073.pdf 

本資料では、博多港の RC エリアに設置されたルーフシェードの設置効果を評価

するシミュレーションモデルにより省エネ効果を推計し、その結果を用いて経済性

を分析する方法を提案し、他地域への適用の可能性について評価しました。気象庁

データを用いることで季節別、地域別の省エネ効果の算定が可能となり、省エネ率

は夏季より冬季が、温暖な地域より寒冷な地域が大きい可能性があることが明らか

となりました。本資料の成果は港湾の意思決定者がルーフシェード導入の事前評価

を行うための有力なツールとなるため、世界の港湾の省エネ・脱炭素化に貢献する

ことが期待されます。 
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